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本 日 の 内 容

１．大学院で学びたい指導教員を調べてコンタクトを！

２．募集人員と博士前期課程・修士課程選抜入試

３．現代社会研究科公共圏専攻の科目

４．博士前期課程・修士課程選抜入試

５．おわりに HPでしっかり確認しよう！



大学院で学びたい先生を調べよう！

◼ 2026年度から，データサイエンス学部教員の一部が現代社会研究科の教員も兼務
し，大学院の授業を担当しています。2027年度も2026年度と同じ教員が科目を担
当する予定です。

◼ HP等でどのような先生が、どのような専門で研究しているか確かめてください。
指導を受けたい先生（学部で教えている先生が全員大学院の科目を担当している
とは限りませんのでしっかりと調べてください）

◼ 学内の方 ゼミの先生と相談して、大学院で指導していただきたい先生にもアポ
イントをとって、相談してください。

◼ 学外の方・留学生の方は大学院入試よりも前に、指導を希望する先生とコンタク
トをメール等でとり出願者がやりたい研究と先生の専門とがマッチングしている
かを話し合ってください。その結果を嘉本専攻主任まで kamotoアットマーク
kyoto-wu.ac.jp （アットマークを変換してください）までご連絡ください。指
導を希望する先生の名前とどのような話し合いが行われたかをお知らせください。

mailto:その結果を嘉本専攻主任kamoto@kyoto-wu.ac.jp


専攻及び募集人員

（※３）現代社会研究科公共
圏創成専攻は以下の５つの分
野に分かれる。
①人間・文化、②家族・地域
社会、③国際・政治・行政、
④経済・経営、⑤情報・環境。

⑤情報・環境の専門科目
「AI情報学」
「統計学」
「社会ソリューション学」
「情報工学」
「環境学」



2027年度入試 博士前期課程・修士課程 一般選抜

◼ 入試日程

◼ 出願先 〒605-8501 京都市東山区今熊野北日吉町35
京都女子大学 入試広報課

◼ 出願書類

今後の研究計画（1500字程度） 3部

学内推薦選抜については，
入試日程・出願先は一般選抜と同じ．
ただし，出願書類は，①～④に加え，
出身学科の教員の推薦書も必要．



2027年度博士前期課程・修士課程 一般選抜

◼ 試験科目及び試験時間

◼ 試験科目ごとの配点

学内推薦選抜の試験科目は，
13:00～の口述試験のみ．



研究科の目的

•人文・社会・自然科学の領域を横断して、現代社会が直面する
環境問題や、少子高齢化問題、地域社会の活性化、市民活動の
展開、男女共同参画社会、多文化社会の形成や国際協力、平和
構築などの課題を研究することにより、グローバルに考え、地
域で活動する人材、すなわち市民参加型の公共圏の創成に貢献
する実践的人材を育成します。学位取得後には、幅広い学識と
研究能力を有した職業人や研究者として、公共政策、環境政策、
国際貢献、地域貢献、市民活動、情報通信技術などの分野で活
躍できることを目指します。
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研究科の基幹科目

生命倫理学研究
現代宗教研究
応用倫理学研究
ジェンダー研究
現代メディア研究
臨床心理学研究
多文化社会研究
文化社会理論研究
歴史社会学研究
比較家族研究
まちづくり研究
環境社会学研究
政治学研究
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地域研究
国際関係研究
国際関係史研究
比較政治研究
行政学研究
国際経済研究
国際金融研究
財務会計論
管理会計論
経営組織論
組織行動論
家族経済研究
情報システム研究
計算機科学研究
ネットワークマネジメント
研究

機械学習研究
環境NGO研究
環境政策研究
エネルギー政策研究
データサイエンスモデリングA
データサイエンスモデリングＢ
データサイエンスAI応用論A
データサイエンスAI応用論B
データサイエンス社会実装A
データサイエンス社会実装B



研究科の共通科目

現代社会総合研究 または

データサイエンス総合研究

技
法
科
目

社会調査技法研究

データ分析技法研究

データ処理技法研究

データサイエンス研究

心理統計技法研究

データサイエンス実践論

データサイエンス応用論
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研究科の研究発展科目（いわゆる指導ゼミです）

•研究発展科目

•公共圏創成特別研究 I

•公共圏創成特別研究 II

•公共圏創成特別研究 III

•公共圏創成特別研究 IV
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◼ 秋・春の出願期間、入試日程は8月に大学HPに掲載されますので、ご確認ください。

◼ 出願予定の学生は，希望する指導教員とよく相談し大学院での研究計画書の作成や大
学院入試の準備を行ってください．

◼ その他，希望する指導教員との話し合いでわからないことは、嘉本までお問い合わせ
ください。

◼ 以上です。


